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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市議会だより 216 号（2）

　令和７年 10 月 18 日、19 日、龍ケ崎コミュニティセンターと長
山コミュニティセンターにおいて、「令和７年度市民と議会の意見交
換会」を開催しました。
　当日は、議会側から「子育て支援と人口減少問題」について報告
を行い、その後の意見交換では参加者の皆様から多くの貴重なご意
見をいただきました。
　頂戴したご意見は今後の議会活動に生かすとともに、今後も市民
の皆様の声を直接伺える場づくりに努めてまいります。

令和７年度令和７年度

市民と議会の意見交換会市民と議会の意見交換会

 龍ケ崎コミュニティセンター

給食費無償化の話が出ている
が、内容も充実してほしい。
量も足りているのか心配。

少子化、人口減少は、お金が
ないことが一番の問題。

次世代を担う子どもたちにお
金を使ってほしい。

お金がないと子育てはできない。
龍ケ崎市は支援が少なく、助けという姿勢は

市にないと思うくらい。また、子育てをテーマにす
るのであれば、子育て世代が多く集えるような場所

で開催しないと意味がないのではないか。

外国人が増えているが、ゴミ
の出し方などの問題に自治

会が対応している。具体的な
対策を検討してほしい。

ゴミ拾いをしているが、
草刈りをした後、ゴミだけが
残っているので、刈り草と

ゴミをセットで回収してほしい。

仕事場がなくて龍ケ崎を出て行ってしま
う人もいると思うので、市内に働ける場
所を作ってほしい。また、つくばの里工
業団地の立派な企業に市外に出て行かれ

ないようにしてほしい。

児童館はない、さんさん館は 3 歳で打ち
切られてしまう。どこでどうやって過ごせば
いいのかという子育て家庭が多い中で、ス
ピーディーさをもって政策を進めてほしい。

育休中は「働いていない」という扱いに
なり、上の子が保育園を退園しなければ
ならなくなったため、職場復帰をした。

制度を改善してほしい。
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 長山コミュニティセンター

龍ケ崎は住宅価格が
手ごろである点を

魅力として発信できる。

学校開放は子どもの居場所づくりや
保護者の安心につながる。

一部の学校では下校後に校庭を開放して
子どもが遊べる取組があるが、できる学校と

できない学校があるのはおかしい。

民生委員が把握する結婚
希望者をマリッジサポー
ターに紹介できる制度を
議会で取り上げてほしい。

保育ルームと放課後デイ
サービスの併用利用を、
より柔軟に利用できる

ようにしてほしい。

人口減少を嘆くよりも子育てができる
まちづくりを考えることが大切。

重要なのは、地域が安全で子育てしやす
い環境であること。人口減少を前提にし
た持続可能なまちづくりを目指すべき。

働く女性が子育てしやすい環境には、行政
部局間の連携と学校の地域活用が重要。

学校の空き教室を地域の子育て拠点として
活用するなど、地域全体で子育てを支える

体制を進めてほしい。

行政は無駄な支出を減らし、子どもや
子育て世代への支援をもっと充実させるべき。

地域のつながりが薄れた今こそ、子育てを
社会全体で支える仕組みが必要。

　今号の表紙は、表紙写真の募集にご応募いただい
た作品の中から選ばれた一枚です。 
　市内の身近な風景を切り取ったこの写真は、日常
の中にある龍ケ崎の魅力を感じさせてくれます。
　ご応募、ありがとうございました。 
◎撮影者（吉澤さん）からのコメント
　平台からの夕景は富士山と竜ケ崎線が一緒に撮れ
るお気に入りの場所です。日の入りと一緒に撮るた
めに時刻表と日の入り時刻を調べ、富士山が見える
タイミングを狙いました。

表紙写真によせて表紙写真によせて

子育て支援で最も大切なのはお金ではなく、
人のつながりと地域・学校の関わり。

先生や地域が子どもや家庭に
もっと寄り添うことが必要。

都心近くで自然豊かな子育て
環境など、市の良さを広める
「ブランド戦略」が必要。

◀開催結果の詳細は、こちらからご覧ください
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高校生・流通経済大学生高校生・流通経済大学生
との意見交換会との意見交換会

 竜ヶ崎第一高等学校・附属中学校
　竜ヶ崎一高・附属中では、毎週木曜日の午後を「探
究活動」の時間としており、8 つに分類されたテーマ
ごとに中高生混合の少人数グループを作り、様々な調
査・研究を行っています。
　今回の意見交換会では、この探究活動を行っている
各教室に議員が訪れ、各グループを回りながら、普段
の活動内容や龍ケ崎市の魅力を向上させるためのアイ
デアなどを、生徒からざっくばらんに聞かせていただ
く形式で実施しました。

　龍ケ崎市議会では初の試みとなる取組として、議員が市内高校や流通
経済大学を訪問し、生徒や学生と意見交換会を行いました。
　日頃感じている地域の課題や、若い世代ならではの新鮮な発想を数多
く聴くことができ、地域のことを “自分ごと” として真剣に考える姿勢に、
まちの未来への大きな希望を感じました。
　それぞれの学校に訪問した様子をご紹介します。

　インターネット等による情報収集、校外での
実地調査、AI 技術の活用、商品開発・イベント
での販売など、生徒たちが多様な活動を行って
いることに感銘を受けました。
　本年３月には探究活動の成果報告として発表
会が行われる予定であるため、ぜひ拝見したい
と考えています。
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 竜ヶ崎第二高等学校
　竜ヶ崎ニ高では、２年生約 160 名を対象に、令和７年 10 月 31 日に事前説明として、市議会の活動紹介や議
会クイズ、市政の現状と課題の説明を行いました。その後、令和７年 11 月８日に「龍ケ崎が住み続けたい・住
んでみたいと思えるまちになるには」をテーマにグループディスカッションを行いました。
　グループディスカッションでは、生徒が４～５名ごとのグループに分かれ、自分の意見を書いた付箋を「子育
て支援の充実」「地域資源の利活用」「公共交通の維持」「中心市街地の活性化」の４つの項目ごとに分けて、模造
紙に貼りながら、意見を交換しました。生徒たちからは、「グループで龍ケ崎の良いところを探すのが楽しかった」、

「気が付かなかった龍ケ崎の良いところを知ることができた」などの声をいただきました。
　当日生徒から出された意見をご紹介します。

　子育て支援の充実
•	子どもが遊べる公園を増やす
•	子どもを預ける施設を増やす
•	放課後に遊ぶ場所が少ない
•	RINK がもう１つほしい
•	義務教育後の支援も考えてほしい
•	小中学校が多いから有効に活用してほしい。廃校

の体育館などを貸し出してほしい

　地域資源の利活用
•	コロッケ以外でも龍ケ崎の有名な食べ物をつくる
•	ジャムなどでトマトを有名にする
•	たつのこやまの遊具をもっと増やす
•	木を使ったワークショップを開催する
•	龍ケ崎市の和紙を使った折り紙や障子、書道の半

紙などを活用してほしい

　公共交通の維持
•	コミュニティバスの朝の便がなくなり登校が不便

になった
•	最終のバスをもう少し遅くまで出してほしい
•	市外に行くバス路線を増やしてほしい
•	龍ケ崎市駅と竜ヶ崎駅の名前がわかりにくい
•	ＡＩオンデマンドバス「龍ケ崎のるーと」が良い

　中心市街地の活性化
•	お店を増やしてほしい 
（中心市街地にあってほしいお店について、たくさ
んのご意見がありました）

•	イベント（お祭りなど）をもう少し増やす
•	「龍」のつく地名が珍しいから、もっと「龍」を売

り出す
•	地域みんなで盛り上げている
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 流通経済大学
　流通経済大学では、令和７年 12 月 22 日、議員から「龍ケ崎市のスポーツ政策」と市議会の活動内容について
説明し、その後、リアルタイムアンケートツール「Slido（※）」を使って、学生（約 90 名）とスポーツ政策に
関する意見交換やスポーツに関する意識調査などを行いました。
　流通経済大学と議会の連携事業は、今回が初めての取り組みでありましたが、学生が地域課題を “自分ごと”
として捉え、地域との関わりや貢献の可能性を前向きに考えている様子がうかがえました。
　また、「大学のあるまち」という本市の特性を生かすためには、継続的な対話の仕組みへ発展させていくことも
検討していく必要があると感じました。
　当日学生から出された意見をご紹介します。

龍ケ崎市のスポーツ政策に関する意見
•	龍ケ崎にもプロスポーツチームを作る
•	大学生が出張コーチで小中学校でスクールを行う
•	お祭り屋台のような感じで手軽にスポーツを体験

できるイベントを開催する
•	地域の運動会を定期的に開催する
•	信号のない１周３～５ｋｍの周回ランニングコー

スができたらうれしい
•	スポーツと地域貢献を組み合わせたイベントを開

催する
•	痩せたり、健康診断の結果が良くなったら何かプ

レゼントがもらえるような施策を行う
•	大学では栄養学なども扱っているため、高齢者や

子どもたちの健康の維持増進のため、食生活の改
善講座やフードモデル授業などを行う

•	駅からたつのこフィールドなどのスポーツ施設ま
で距離があるので、試合日などに、スポーツ施設
行きのノンストップバスを運行する

•	スポーツジムなどは高くて多くの人が行けないと
思うので、無料のイベントを増やしたり、安く利
用できるようにする

•	龍ケ崎を使ったスポーツアニメをつくる
•	マイナースポーツを発展させる

※「Slido（スライド）」とは、質問に対して参加者がスマホやパソコンからその場で投票・回答でき、集計結
果を即時に参加者に共有できる仕組みであり、学生の皆さんにとって、発言のハードルを下げながら参加感を
高められる点がメリットです。

ＳＮＳを活用した情報発信についてＳＮＳを活用した情報発信について

　龍ケ崎市議会では、「市民に開かれた議会」を推進することを目的として、X（旧 Twitter）、Facebook、
Instagram などを活用し、議会活動に関する情報を積極的に発信しています。

Ｘ（旧 Twitter） Facebook Instagram
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成
に
寄
与
す
る
た
め
、
本
条
例
を
定

め
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
３
号

　

龍
ケ
崎
市
出
張
所
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
や
証
明
書
等

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
な
ど
サ
ー
ビ
ス
体

制
の
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実
を
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け
、
公
共
施
設
の
縮

充
の
視
点
か
ら
、
総
量
の
最
適
化
と

さ
ら
な
る
体
制
強
化
に
よ
る
市
民
の
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便
性
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向
上
や
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

に
つ
な
げ
る
た
め
、
今
年
度
を
も
っ

て
西
部
出
張
所
を
市
民
窓
口
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
統
合
す
る
こ
と
に
伴
い
、

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
６
号

　

龍
ケ
崎
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用

者
負
担
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て  

　

い
わ
ゆ
る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
利
用
料
に
関
す
る
規
定
を
追
加

◆
議
案
第
１
号　

　

龍
ケ
崎
市
特
定
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
に
つ
い
て 

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」
の

規
定
に
基
づ
き
、
い
わ
ゆ
る
「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」
に
関
し
、
そ

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も

の
で
す
。

◎
質
疑

伊
藤
議
員　

本
市
で
の
対
象
者
数
と

実
施
事
業
者
数
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

福
祉
部
長　

対
象
者
は
保
育
所
等
に

在
籍
し
て
い
な
い
ゼ
ロ
歳
６
か
月
か

ら
満
３
歳
未
満
ま
で
の
お
子
さ
ん
の

利
用
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想
定
し
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お
り
、
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年
４
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時
点
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４
７
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込
ん
で
い
ま

す
。
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事
業
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８
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設
と
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１
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の
計
９
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設
と
な
る
見

込
み
で
す
。

◆
議
案
第
２
号

　

龍
ケ
崎
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
に
つ
い
て 

　
「
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
」
の
規

定
に
基
づ
き
、
犯
罪
被
害
者
等
の
支

援
に
関
し
、
基
本
理
念
な
ど
を
定
め

る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
被
害
者
等
が

受
け
た
被
害
の
早
期
の
回
復
及
び
軽

減
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
、
犯
罪

被
害
者
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を
支
え
る
地
域
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の
形

す
る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

◎
質
疑

伊
藤
議
員　

利
用
料
と
利
用
者
負
担

の
減
免
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

福
祉
部
長　

国
が
示
す
１
人
１
時
間

３
０
０
円
程
度
と
い
う
標
準
的
な
金

額
を
念
頭
に
、
ど
の
施
設
を
利
用
し

て
も
同
じ
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額
と
な
る
よ
う
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を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
所
得
状
況

等
に
応
じ
た
利
用
料
の
設
定
を
す
る

予
定
で
す
。

◆
議
案
第
７
号

　

龍
ケ
崎
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て  

　

本
条
例
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る

「
異
常
乾
燥
注
意
報
」
を
「
乾
燥
注

意
報
」
に
改
め
る
と
と
も
に
、
申
請

に
関
す
る
様
式
を
規
則
に
お
い
て
定

め
る
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
８
号

　

令
和
７
年
度
龍
ケ
崎
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
） 

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
１
９
５
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
３
２
６
億
７
３
６
４

万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
歳
出
〉

・
新
長
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
施
設
の
電
話
回
線
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
構
築

委
託
費

　審議された主な議案の内容と、本会議で行われた議案に対する質疑や討論の一部について掲載しています。
　議案を所管する委員会においても、議案等の審査を行っており、その審査内容の一部を次ページに掲載して
います。

▼
第
４
回
定
例
会
（
11
月
）

・
さ
ん
さ
ん
館
の
外
壁
・
屋
根
改
修

工
事
の
見
送
り
（
減
額
）

・
選
定
療
養
費
を
助
成
す
る
補
助
金

・
道
路
排
水
ポ
ン
プ
更
新
工
事

・
市
道
第
１
ー
３
８
０
号
線
整
備
事

業
の
の
用
地
取
得

・
小
中
学
校
に
お
け
る
光
熱
水
費

◎
質
疑

岡
部
議
員　

さ
ん
さ
ん
館
の
改
修
工

事
を
本
年
度
は
行
わ
ず
、
令
和
８
年

度
に
改
め
て
実
施
す
る
理
由
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
童
保
育
ル
ー
ム
運
営
業

務
委
託
の
選
定
方
法
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

福
祉
部
長　

さ
ん
さ
ん
館
の
屋
根
の

不
具
合
、
雨
漏
り
を
改
善
す
る
改
修

工
事
の
実
施
設
計
に
お
い
て
、
雨
漏

り
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
屋
根
の

防
水
改
修
に
加
え
、
外
壁
の
改
修
も

併
せ
て
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
が
判

明
し
、
費
用
や
工
期
な
ど
再
検
討
す

る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
工
事
費

は
５
千
万
を
超
え
る
規
模
と
な
り
、

工
期
は
約
８
か
月
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

本
市
の
学
童
保
育
ル
ー
ム
の
運
営

は
、
令
和
２
年
度
か
ら
民
間
事
業
者

へ
の
業
務
委
託
に
移
行
し
て
い
ま

す
。
令
和
８
～
10
年
度
の
業
務
委
託

の
受
託
者
の
選
定
方
法
は
、
今
議
会

で
の
議
決
後
に
開
始
し
、
契
約
審
査

会
の
審
議
を
経
て
決
定
し
ま
す
。

本会議本会議

▲西部出張所は令和８年３月で閉所し　
　市民窓口ステーションと統合します
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例
制
定
時
に
手
数
料
が
決
ま
っ
て
い

な
い
場
合
に
は
規
則
で
定
め
る
と
い

う
、
あ
る
意
味
白
紙
委
任
の
よ
う
な

形
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
の

で
、
上
限
額
や
金
額
の
範
囲
ま
で
は

条
例
で
規
定
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

福
祉
部
次
長　

国
等
か
ら
の
指
示
が

な
く
、
市
で
自
由
に
決
め
ら
れ
る
も

の
は
、
こ
れ
ま
で
も
条
例
で
定
め
て

お
り
ま
す
が
、
保
育
料
や
こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
の
利
用
料
は
国
か
ら

目
安
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
具

体
的
な
金
額
は
規
則
で
定
め
て
ま
い

り
た
い
。

◆
議
案
第
10
号

　

令
和
７
年
度
龍
ケ
崎
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま

し
た
。

山
宮
委
員　

元
気
サ
ロ
ン
松
葉
館
の

利
用
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
受
け

て
、
土
曜
日
も
開
館
す
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
そ
れ
で
十
分
な
の
で
し
ょ

う
か
。

健
康
増
進
課
長　

松
葉
小
学
校
の
跡

地
活
用
や
消
防
法
な
ど
の
制
約
が
あ

る
中
で
、
現
実
的
な
方
法
と
し
て
、

ま
ず
は
土
曜
日
を
開
館
し
て
、
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
の
緩
和
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

◆
議
案
第
３
号

　

龍
ケ
崎
市
出
張
所
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま

し
た
。

岡
部
委
員　

近
隣
住
民
へ
の
説
明
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

市
民
窓
口
課
長　

９
月
に
馴
柴
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
住

民
説
明
会
を
２
度
開
催
し
、
西
部
出

張
所
の
市
民
窓
口
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
統
合
や
、
コ
ン
ビ
ニ
、
市
公
式
ラ

イ
ン
な
ど
を
利
用
し
た
手
続
き
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

◆
議
案
第
13
号

　

令
和
７
年
度
龍
ケ
崎
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
） 

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま

し
た
。

加
藤
委
員　

今
後
の
下
水
道
計
画
の

方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

下
水
道
課
長　

下
水
道
に
繋
が
っ

て
い
な
い
大
規
模
店
舗
な
ど
が
何

か
所
か
残
っ
て
い
ま
す
が
、
市
全

体
と
し
て
は
新
規
整
備
と
い
う
よ

り
は
維
持
管
理
の
時
代
に
移
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
報
告
第
４
号

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
和
解
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て
） 

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
承
認

し
ま
し
た
。

加
藤
委
員　

日
常
の
道
路
点
検
を

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

道
路
公
園
課
長　

通
常
の
道
路
管

理
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
週
１
回

の
道
路
見
回
り
業
務
を
委
託
し
て

お
り
、
不
具
合
箇
所
に
つ
い
て
は

職
員
が
確
認
し
、
必
要
な
対
応
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
方
か
ら
ラ
イ
ン

な
ど
で
の
通
報
が
あ
っ
た
場
合
に

も
、
場
所
や
現
場
の
状
況
等
を
確

認
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

◆
議
案
第
８
号

　

令
和
７
年
度
龍
ケ
崎
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
） 

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま

し
た
。

油
原
委
員　

市
営
住
宅
管
理
費
の
委

託
料
３
５
０
万
円
の
増
額
に
つ
い

て
、
現
状
で
３
割
以
上
の
空
き
室
が

あ
る
な
ど
、
人
の
動
き
が
少
な
い
割

に
は
高
額
の
補
正
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

管
財
課
長　

今
年
８
月
に
入
居
者
募

集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
５
件
の
申
し

込
み
が
あ
り
、
入
居
者
が
選
ん
だ
空

き
部
屋
の
状
態
が
あ
ま
り
良
く
な
か

っ
た
た
め
、
修
繕

費
が
高
額
に
な
り

ま
し
た
。

◆
議
案
第
６
号

　

龍
ケ
崎
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用

者
負
担
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
っ
た
後
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
了
承
し
ま

し
た
。

後
藤
敦
志
委
員　

こ
れ
ま
で
も
条

　第４回定例会においては、議案等の審査が３つの常任委員会（総務
教育、健康福祉、都市経済）に付託され、各委員会において慎重に審
査が行われました。その審査内容の一部について掲載しています。

▼
健
康
福
祉
委
員
会

▼
都
市
経
済
委
員
会

▼
総
務
教
育
委
員
会

常任委員会常任委員会
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議案等番号 件　　　名 議決結果

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

案

第１号 龍ケ崎市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例について 賛成多数で可決

第２号 龍ケ崎市犯罪被害者等支援条例について 全員賛成で可決

第３号 龍ケ崎市出張所設置条例の一部を改正する条例について 賛成多数で可決

第４号 龍ケ崎市立保育所設置条例の一部を改正する条例について 全員賛成で可決

第５号 龍ケ崎市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 全員賛成で可決

第６号 龍ケ崎市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する条例の一部を改
正する条例について 全員賛成で可決

第７号 龍ケ崎市火入れに関する条例の一部を改正する条例について 全員賛成で可決

第８号 令和７年度龍ケ崎市一般会計補正予算（第８号） 全員賛成で可決

第９号 令和７年度龍ケ崎市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 全員賛成で可決

第 10 号 令和７年度龍ケ崎市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 全員賛成で可決

第 11 号 令和７年度龍ケ崎市児童発達支援事業特別会計補正予算（第２号） 全員賛成で可決

第 12 号 令和７年度龍ケ崎市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 全員賛成で可決

第 13 号 令和７年度龍ケ崎市下水道事業会計補正予算（第５号） 全員賛成で可決

第 14 号 龍ケ崎市公平委員会委員の選任について 全員賛成で可決

第 15 号 龍ケ崎市公平委員会委員の選任について 全員賛成で可決

第 16 号 令和７年度龍ケ崎市一般会計補正予算（第９号） 全員賛成で可決

報　
　
　
　

告

第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度龍ケ崎市一般会計補正予算（第７号）） 全員賛成で承認

第２号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度龍ケ崎市下水道事業会計補正予算（第４号）） 全員賛成で承認

第３号 専決処分の承認を求めることについて（和解に関することについて） 全員賛成で承認

第４号 専決処分の承認を求めることについて（和解に関することについて） 全員賛成で承認

第５号 専決処分の報告について（和解に関することについて） ―

令和７年
陳情第１号 龍ケ崎市附属機関の会議の公開に関する条例（平成 14 年条例第４号）の運用に関する陳情書 賛成少数で

不採択

結 果議 決
令和７年第 4 回定例会 （会期：11 月 20 日～ 12 月 5 日（16 日間））

※賛否が分かれた議案等（　　　　部分）に対する議員の態度については、次ページに掲載しています

※報告第５号は、地方自治法第 180 条による専決処分であるため議決不要です
※陳情の内容は、市議会ホームページに掲載しています
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※採決の結果、賛否が分かれた議案等を掲載しています　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※議長（後藤 ( 敦 ) 議員）は採決に加わりません
※金剛寺議員は体調不良により欠席しています　　　　　　　　　　　　　　　　○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　△＝賛否不明　

議案
番号

議決
結果

賛否数 議員名及び賛否の別

賛
成

反
対

金
剛
寺

伊
藤

櫻
井

札
野

大
野
（
み
）

久
米
原

山
宮

石
嶋

山
村

加
藤

岡
部

山
﨑

後
藤
（
光
）

椎
塚

油
原

大
竹

後
藤
（
敦
）

杉
野

寺
田

鴻
巣

大
野
（
誠
）

議１ 可決 18 １ 欠 ✕ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇

議３ 可決 18 １ 欠 ✕ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇

議４ 可決 18 ０ 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇

陳１ 不採択 2 17 欠 〇 〇 ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ー ✕ ✕ ✕ ✕

議案等に対する議員の賛否

令和８年第１回臨時会 （会期：令和 8 年 1 月 22 日（1 日間））

議案等番号 件　　　名 議決結果

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

案

第１号 龍ケ崎市職員の給与に関する条例及び龍ケ崎市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一
部を改正する条例について 全員賛成で可決

第 2 号 龍ケ崎市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例につい
て 賛成多数で可決

第３号 令和７年度龍ケ崎市一般会計補正予算（第１０号） 全員賛成で可決

第４号 令和７年度龍ケ崎市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 全員賛成で可決

第５号 令和７年度龍ケ崎市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 全員賛成で可決

第６号 令和７年度龍ケ崎市児童発達支援事業特別会計補正予算（第３号） 全員賛成で可決

第７号 令和７年度龍ケ崎市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号） 全員賛成で可決

第８号 令和７年度龍ケ崎市下水道事業会計補正予算（第６号） 全員賛成で可決

第９号 令和７年度龍ケ崎市一般会計補正予算（第１１号） 全員賛成で可決

報告第１号 専決処分の承認を求めることについて（和解に関することについて）
〔除草作業中に刈払機によって小石が飛散し、普通乗用車を破損させた事故〕

全員賛成で承認

議案
番号

議決
結果

賛否数 議員名及び賛否の別

賛
成

反
対

金
剛
寺

伊
藤

櫻
井

札
野

大
野
（
み
）

久
米
原

山
宮

石
嶋

山
村

加
藤

岡
部

山
﨑

後
藤
（
光
）

椎
塚

油
原

大
竹

後
藤
（
敦
）

杉
野

寺
田

鴻
巣

大
野
（
誠
）

議 2 可決 18 １ 欠 ✕ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 〇 〇 〇 〇

議案等に対する議員の賛否



地
で
の
ホ
テ
ル
開
業
は
、
決
し

て
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
長　

現
時
点
で
は
関
係
法

令
に
適
合
し
て
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
事
業
開

始
後
に
近
隣
住
民
か
ら
苦
情

等
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、

事
実
関
係
を
確
認
の
上
、
必
要

に
応
じ
て
関
係
機
関
と
連
携

を
し
て
適
切
な
指
導
、
要
請
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

ま
ち
づ
く
り
や
住
環

境
の
面
か
ら
松
ケ
丘
の
住
居

地
域
に
ホ
テ
ル
は
ふ
さ
わ
し

く
な
い
と
考
え
ま
す
。

都
市
整
備
部
長　

計
画
地
は

第
１
種
住
居
地
域
に
該
当
し
、

良
好
な
住
環
境
の
保
全
を
基

本
と
し
つ
つ
、
日
常
生
活
を

支
え
る
店
舗
、
事
業
所
、
サ
ー

ビ
ス
施
設
等
の
立
地
を
幅
広

く
許
容
す
る
区
域
で
す
。
用
途

地
域
の
観
点
や
周
辺
の
施
設
、

立
地
状
況
を
鑑
み
て
も
計
画

議
員　

ご
み
分
別
を
分
か
り

や
す
く
す
る
た
め
の
ご
み
分

別
ア
プ
リ
を
導
入
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
り
ま
す
。
ご
み

減
量
に
も
つ
な
が
る
た
め
導

入
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

都
市
整
備
部
長　

市
民
の
皆

様
へ
最
新
の
情
報
を
よ
り
タ

イ
ム
リ
ー
に
お
届
け
す
る
た

め
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
処
分

し
た
い
ご
み
の
名
称
を
入
力

す
る
と
、
燃
や
す
ご
み
、
燃

や
さ
な
い
ご
み
、
資
源
物
な

ど
、
正
し
い
分
別
方
法
を
即

座
に
確
認
で
き
る
、
ご
み
分

別
検
索
機
能
の
導
入
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
住

ま
い
の
地
域
を
登
録
す
る
こ

と
で
、
ご
み
の
収
集
日
の
情

報
が
プ
ッ
シ
ュ
通
知
さ
れ
る

収
集
日
通
知
機
能
の
導
入
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

市
政
を
問
う

一
般
質
問

一
般
質
問

市
政

し　
　

 

せ
い

一
般
質
問
と
は

　　

議
員
が
、
市
の
行
政
全
般
に
わ
た

り
、
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど

を
質
問
し
た
り
、
政
策
提
言
を
行
う

も
の
で
、
定
例
会
の
み
行
わ
れ
ま
す
。

　

質
問
時
間
は
、
答
弁
時
間
を
含

め
、
議
員
１
名
に
つ
き
90
分
以
内
で
、 

時
間
内
で
あ
れ
ば

何
回
で
も
質
問

で
き
ま
す
。
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市
内
で
開
業
す
る
コ
ン
テ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
テ
ル
に
つ
い
て             

　

ご
み
分
別
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ
い
て

久
米
原　

孝
子　

議
員

札
野　

章
俊　

議
員

　

公
立
小
中
学
校
で
の
外
国
人
児
童
生
徒
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
策
に
つ
い
て 

議
員　

今
後
増
え
て
い
く
外

国
人
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援

を
充
実
す
る
た
め
、
日
本
語

指
導
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

事
業
化
を
す
る
べ
き
と
考
え

ま
す
。
事
業
化
も
含
め
、
支

援
の
充
実
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

教
育
部
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
一
環
と
し
て
、

地
域
の
方
々
に
日
本
語
指
導

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

を
呼
び
か
け
、
支
援
体
制
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も

対
応
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま

す
。
増
加
す
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
引
き
続
き
県

事
業
の
活
用
や
人
的
資
源
の

確
保
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用

し
た
支
援
を
進
め
、
児
童
・

生
徒
の
学
び
を
一
層
サ
ポ
ー

ト
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

◆
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
に
つ
い
て   

　

龍
ケ
崎
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て

議
員　

龍
ケ
崎
市
は
先
進
的

な
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
再
構

築
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

市
長　

周
辺
環
境
の
変
化
も

含
め
、
都
心
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

に
限
定
せ
ず
、
通
勤
利
便
性
と

暮
ら
し
や
す
さ
、
豊
か
な
自

然
環
境
と
の
調
和
の
取
れ
た
、

住
み
た
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
し
て
、
子
育
て
・
若
者
世

代
を
は
じ
め
と
し
た
新
た
な

移
住
者
の
受
け
皿
、
ま
た
、
定

住
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

県
道
龍
ケ
崎
市
停
車
場
線
に

つ
き
ま
し
て
は
、
隣
接
す
る
若

柴
台
の
下
地
区
は
、
Ｊ
Ｒ
龍
ケ

崎
市
駅
か
ら
徒
歩
圏
内
に
あ
る

こ
と
、
佐
貫
３
号
線
の
整
備
効

果
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
土
地
利
用
の
検
討
を
引

き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
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議
員　

児
童
虐
待
防
止
月
間

の
発
端
は
、
２
０
０
４
年
に

栃
木
県
小
山
市
で
、
幼
い
兄

弟
が
虐
待
の
末
に
亡
く
な
っ

た
事
件
を
受
け
て
、
市
民
団

体
が
児
童
虐
待
防
止
啓
発
の

た
め
、
11
月
を
児
童
虐
待
防

止
月
間
と
し
た
こ
と
が
始
ま

り
で
す
。
龍
ケ
崎
市
に
お
け

る
児
童
虐
待
の
現
状
と
市
の

対
応
、
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
い
ま
す
。

福
祉
部
長　

必
要
な
実
情
の

把
握
、
情
報
の
提
供
、
虐
待

の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
等

の
初
期
対
応
を
行
い
、
児
童

相
談
所
と
緊
密
な
連
携
を
取

る
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
ま

す
。

議
員　

市
民
へ
の
周
知
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
か
。

福
祉
部
長　

相
談
窓
口
と
し

て
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
紙
、
子
育
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
掲
載
、
24
時
間
対

応
児
相
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）
の

ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
、
各
種
媒

体
を
活
用
し
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

議
員　

当
市
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
組
に

至
る
経
緯
は
如
何
に
。

都
市
整
備
部
長　

１
９
９
２

年
の
国
連
気
候
変
動
枠
組
条

約
、
１
９
９
７
年
の
京
都
議
定

書
、
２
０
１
５
年
の
パ
リ
協
定

等
の
国
際
的
な
流
れ
の
中
で
、

国
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
、
実
質
ゼ

ロ
。
２
０
３
０
年
度
に
温
室
効

果
ガ
ス
２
０
１
３
年
度
比
で

46
％
削
減
す
る
目
標
を
掲
げ

現
在
進
行
中
で
す
。

議
員　

当
市
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
目
標
設
定

と
実
行
計
画
は
如
何
に
。

都
市
整
備
部
長　

２
０
３
０

年
度
温
室
効
果
ガ
ス
を
２
０

１
３
年
度
比
43
・
３
％
削
減
す

る
目
標
を
定
め
た
実
行
計
画
。

市
民
・
事
業
者
に
冷
暖
房
の
適

正
管
理
や
公
共
交
通
の
利
用

促
進
と
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

へ
の
協
力
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
等
の

省
エ
ネ
性
能
の
設
備
機
器
の

利
用
や
太
陽
光
発
電
等
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
等
、
具
体

的
取
組
を
推
進
。

議
員　

さ
て
、
国
民
の
消
費
額

は
平
成
26
年
と
令
和
５
年
比

は
、
電
気
料
金
９
４
７
２
円
か

ら
１
万
２
２
２
円
と
12
％
増
。

米
１
５
９
９
円
か
ら
１
２
４

１
円
と
22
・
４
％
の
減
の
中
で

の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た

め
の
太
陽
光
発
電
設
備
、
蓄
電

池
、
電
気
自
動
車
用
の
充
電
設

備
の
普
及
へ
の
新
た
な
補
助

制
度
や
既
存
制
度
の
拡
充
は

如
何
に
。

都
市
整
備
部
長　

公
共
施
設

の
太
陽
光
発
電
設
備
等
導
入
、

家
庭
用
蓄
電
池
の
設
置
、
Ｚ
Ｅ

Ｈ
の
取
得
、
高
効
率
省
エ
ネ
家

電
へ
の
買
換
え
の
補
助
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

議
員　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に

向
け
て
の
市
長
の
見
解
は
。

市
長　

未
来
の
地
球
、
次
世
代

と
の
約
束
で
、
２
０
３
０
年
度

に
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標

を
定
め
本
年
２
月
に
未
来
へ

の
決
意
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
を
表
明
し
ま
し
た
。

議
員　

湯
っ
た
り
館
閉
館
決

定
ま
で
の
経
緯
を
伺
う
。

市
民
経
済
部
長　

施
設
の
老

朽
化
、
市
内
で
の
類
似
温
浴
施

設
開
業
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
、
燃
油
高

騰
の
影
響
が
大
き
く
、
市
負
担

額
は
１
億
円
に
上
り
運
営
状

況
が
悪
化
。
指
定
管
理
期
間
満

了
の
令
和
６
年
３
月
で
湯
っ

た
り
館
を
一
旦
休
館
。
そ
の

後
民
間
６
事
業
者
を
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
た
が
、
当
面
10
年
間

で
約
10
億
８
５
０
０
万
円
以

上
の
市
の
財
政
負
担
を
要
し
、

提
案
内
容
も
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

事
業
、
介
護
事
業
、
サ
ウ
ナ

や
プ
ー
ル
事
業
等
あ
っ
た
が
、

温
浴
事
業
の
終
了
を
決
定
。

議
員　

湯
っ
た
り
館
の
解
体

と
花
木
公
園
の
整
備
を
決
め

た
経
緯
、
解
体
を
含
む
整
備
費

用
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

市
民
経
済
部
長　

塵
芥
処
理

施
設
建
設
に
伴
う
地
元
へ
の

還
元
施
設
で
あ
る
観
点
か
ら
、

協
議
窓
口
の
板
橋
地
区
環
境

整
備
委
員
会
と
の
意
見
交
換

を
重
ね
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も

行
い
、
地
元
の
皆
様
の
お
声
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
検
討
を
進

め
、
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
農
業
公
園

豊
作
村
で
広
い
植
栽
面
積
を

確
保
す
る
た
め
、
建
屋
を
解
体

し
、
花
木
公
園
を
整
備
す
る
と

結
論
。
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ

ル
改
修
工
事
に
約
５
千
万
円
。

湯
っ
た
り
館
建
屋
解
体
工
事

に
約
２
億
２
千
万
円
。
花
木
鑑

賞
機
能
の
整
備
費
用
に
約
２

億
２
千
万
円
。
整
備
工
事
完
了

ま
で
お
お
む
ね
５
年
程
度
の

想
定
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
早

期
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
進
め
ま
す
。

議
員　

多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
が
心
配
し
思
い
を
寄
せ
て

下
さ
っ
て
お
り
ま
す
。
湯
っ
た

り
館
存
続
が
無
理
で
あ
る
な

ら
ば
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
市

外
の
方
ま
で
多
く
の
方
が
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
る
よ
う
な
、

夢
の
あ
る
唯
一
無
二
の
公
園

を
目
指
し
て
ご
努
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

湯
っ
た
り
館
の
解
体
と
花
木
公
園
の

　
　
　
　
　
　
　
　

整
備
に
つ
い
て

大
野　

み
ど
り　

議
員

　

児
童
虐
待
防
止
対
策
に
つ
い
て

山
宮　

留
美
子　

議
員

　

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
現
に
向
け
て

大
竹　
　

昇　

議
員

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
男
性
接
種
の
現
状
に
つ
い
て

議
員　

市
長
の
英
断
に
よ
り

開
始
さ
れ
た
、
男
性
の
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
制
度
で

す
が
、
８
月
25
日
に
９
価
ワ

ク
チ
ン
も
認
証
さ
れ
、
最
近

で
は
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

も
放
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
継
続

が
大
事
で
す
。
来
年
度
の
予

算
計
上
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

市
民
で
あ
る
若
者
の

健
康
を
守
る
上
で
有
効
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
現

行
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
は

継
続
の
方
向
で
検
討
し
ま

す
。



祭
は
、
長
い
歴
史
の
地
域
に

根
付
い
た
例
大
祭
で
、
多
く

の
人
が
に
ぎ
わ
う
、
観
光
交

流
人
口
増
加
に
資
す
る
貴
重

な
地
域
資
源
の
一
つ
で
す
。

祇
園
祭
の
周
知
、
Ｐ
Ｒ
も
、

観
光
振
興
等
の
側
面
か
ら
市

広
報
紙
「
り
ゅ
う
ほ
ー
」
の

掲
載
や
公
共
施
設
等
へ
の
ポ

ス
タ
ー
の
掲
出
、
市
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
で
記
事
掲
載
な
ど
市

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
度
も
「
り
ゅ
う

ほ
ー
」
９
月
号
で
龍
ケ
崎
の

祭
り
と
し
て
特
集
ペ
ー
ジ
を

組
み
周
知
し
ま
し
た
。

議
員　

ま
ち
な
か
再
生
の
一

つ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る

方
法
と
し
て
、
祭
り
全
体
的

な
Ｐ
Ｒ
を
効
果
的
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

議
員　

救
急
搬
送
時
に
お
け

る
選
定
療
養
費
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。

健
康
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

令
和

６
年
12
月
よ
り
、
医
師
の
判

断
で
緊
急
性
が
な
い
場
合
、

選
定
療
養
費
を
徴
収
し
ま
す

が
県
内
で
は
23
ヶ
所
、
市
内

で
は
済
生
会
病
院
と
な
り
ま

す
。

議
員　

県
内
で
は
水
戸
市
と

城
里
町
が
、
救
急
搬
送
時
の

選
定
療
養
費
に
対
し
補
助
金

を
出
し
て
い
る
の
で
、
龍
ケ

崎
市
で
も
実
施
し
た
い
と
の

こ
と
で
す
が
、
同
時
に
子
育

て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
ゼ

ロ
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
は
、

対
象
か
ら
除
外
し
て
も
ら
う

よ
う
県
知

事
に
働
き

か
け
て
く

だ
さ
い
。

議
員　

ま
ち
な
か
商
店
街
に

設
置
す
る
街
路
灯
の
維
持
管

理
問
題
に
つ
い
て
、
行
政
と

協
議
会
の
開
催
を
希
望
し
ま

す
が
、
ご
所
見
を
お
伺
い
し

ま
す
。

市
民
経
済
部
長　

商
店
街
に

設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
街
路

灯
は
、
設
置
す
る
方
々
が
自

ら
の
責
任
で
管
理
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
原
則
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員　

今
後
求
め
ら
れ
る
視

点
は
、
対
症
療
法
的
な
補
助

金
に
よ
る
支
援
だ
け
で
は
な

く
、
持
続
可
能
な
発
展
の
た

め
に
組
織
力
強
化
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
多
様
な
機
能
を
複
合
的

に
導
入
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

市
内
最
大
の
夏
の
龍
ケ
崎

の
祭
り
。
当
市
は
撞
舞
を
メ

イ
ン
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
が
、
な

ぜ
龍
ケ
崎
の
祭
り
全
体
を
Ｐ

Ｒ
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

市
民
経
済
部
長　

本
市
最
大

の
夏
祭
り
八
坂
神
社
の
祇
園

議
員　

特
養
待
機
が
１
０
８

人
に
も
上
っ
て
い
る
と
の
答

弁
を
踏
ま
え
て
の
質
問
で
す
。

現
在
40
～
50
代
の
就
職
氷
河

期
世
代
の
親
は
高
齢
化
が
進

み
、
２
０
３
３
年
に
は
当
該
現

役
世
代
で
約
２
０
０
万
人
が

介
護
を
担
う
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
該
世
代
は
非
正
規
社
員

と
し
て
の
雇
用
が
多
く
、
経
済

的
に
も
厳
し
く
、
一
般
の
ビ
ジ

ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
よ
り
も
不
利

な
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

親
と
の
同
居
の
有
無
を
問
わ

ず
、
在
宅
で
の
介
護
は
と
て
も

困
難
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
数
あ
る
介
護
施
設
の
中

で
、
費
用
面
で
の
軽
減
が
あ
る

特
養
で
の
介
護
ニ
ー
ズ
が
極

め
て
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
長
は
、
こ
の
件
に
関
し
て
ど

う
認
識
さ
れ
ま
す
か
。

市
長　

こ
れ
は
個
人
や
そ
の

家
族
だ
け
の
課
題
で
は
な
く
、

社
会
全
体
で
受
け
止
め
る
べ

き
重
要
な
課
題
で
す
。
就
職
氷

河
期
世
代
が
介
護
の
負
担
を

一
身
に
担
う
事
態
は
、
家
庭
生

活
の
崩
壊
と
い
う
深
刻
な
リ

ス
ク
を
伴
う
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す

る
相
談
に
対
し
て
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
積
極
的
な

活
用
を
促
し
、
伴
走
的
な
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

も
っ
と
素
早
い
手
を

打
つ
べ
き
で
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
弱
い
立
場
の
方
々
が
窮

地
に
陥
る
こ
と
は
必
至
で
す
。

大
変
厳
し
い
言
葉
で
す
が
、
行

政
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し

て
い
な
い
、
つ
ま
り
、
不
作
為

と
見
做
さ
れ
ま
す
。

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

◆
当
市
の
下
水
道
事
業
を
検

証
す
る
（
そ
の
２
）

◆
当
市
の
「
財
政
収
支
見
通

し
」（
令
和
７
年
10
月
現
在
）

推
計
結
果
に
つ
い
て
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藤
木　

妙
子　

議
員

　

救
急
搬
送
に
お
け
る
選
定

　
　
　
　
　
　

療
養
費
の
徴
収
に
つ
い
て

　

ま
ち
な
か
再
生
を

　
　
　
　

ど
の
よ
う
に
推
進
す
る
の
か

　
「
就
職
氷
河
期
世
代
」
に

　
　
　

迫
っ
て
い
る
介
護
問
題
‼

椎
塚　

俊
裕　

議
員

杉
野　

五
郎　

議
員▲進展がないので怒っ

ています！特養整備は
待ったなしです

　

ラ
イ
ン
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
予
約

議
員　

ラ
イ
ン
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
予
約
を
始

め
た
経
緯
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

市
民
経
済
部
長　

市
民
の
利

便
性
向
上
の
た
め
実
施
し
ま

し
た
が
、
幅
広
い
年
齢
層
で

支
持
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

議
員　

予
約
は
便
利
に
な
り

ま
し
た
が
従
来
の
申
込
書
の

写
し
は
不
要
で
は
な
い
の

か
、
ま
た
市
民
よ
り
予
約
と

は
関
係
な
い
市
の
行
事
の
送

信
は
止
め
ら
れ
な
い
の
か
聞

か
れ
た
の
で
お
尋
ね
し
ま

す
。

市
民
経
済
部
長　

令
和
８
年

度
よ
り
、
使
用
許
可
書
の
書

類
と
し
て
の
発
行
は
廃
止
す

る
予
定
で
す
。
施
設
予
約
に

限
定
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、
新

た
な
経
費
が
必
要
な
た
め
、

現
在
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。



 

安
心
・
安
全
の
下
水
道
事
業
へ
ウ
オ
ー
タ
ー

 

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
は
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て

議
員　

埼
玉
県
八
潮
市
の
道

路
陥
没
事
故
の
原
因
は
、
下
水

道
事
業
の
安
全
対
策
が
大
き

な
課
題
と
な
り
、
市
は
、
下

水
道
の
緊
急
調
査
を
行
い
問

題
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

市
が
検
討
し
て
い
る
、
下
水
道

事
業
に
民
間
連
携
の
ウ
オ
ー

タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
は
、
設

計
・
仕
様
も
す
べ
て
民
間
に
ま

か
せ
、
契
約
は
10
年
を
超
え

る
と
い
い
ま
す
。
下
水
道
事

業
が
民
間
事
業
の
利
益
追
求

と
な
り
安
全
の
コ
ス
ト
カ
ッ

ト
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

10
年
間
も
特
定
企
業
に
任
せ

れ
ば
、
市
の
管
理
は
難
し
く
な

り
、
行
政
チ
ェ
ッ
ク
・
監
視
機

能
の
低
下
、
行
政
の
技
能
継
承

の
後
退
と
な
り
、
料
金
の
値

上
が
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

導
入
は
や
め
る
べ
き
で
す
。
い

か
が
で
す
か
。

都
市
整
備
部
長　

ウ
オ
ー

タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
は
、
国
の
水
関
連

施
設
を
対
象
に
地
方
公
共
団

体
と
民
間
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ

強
み
を
生
か
し
て
役
割
分
担

を
行
う
、
効
率
的
・
持
続
的
な

取
り
組
み
で
す
。

議
員　

導
入
は
、
若
手
職
員

が
現
場
で
経
験
を
積
む
機
会

が
減
り
非
常
時
の
判
断
力
と

対
応
力
が
弱
ま
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
国
に
ウ
オ
ー
タ
ー

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
で
は
な
く
下

水
道
事
業
の
補
助
の
強
化
を

求
め
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

議
員　

道
の
駅
計
画
は
リ

リ
ー
ス
よ
り
７
年
を
費
や
し

て
検
討
が
重
ね
ら
れ
地
盤
の

問
題
、
埋
蔵
残
留
物
の
問
題

を
抱
え
中
止
に
至
っ
た
が
、

そ
こ
か
ら
望
む
景
観
の
素
晴

ら
し
さ
を
生
か
し
て
再
度
用

途
検
討
が
出
来
な
い
か
と
考

え
ま
す
。

　

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
対
応

で
き
る
汎
用
性
を
持
た
せ
、

最
低
限
の
設
備
を
も
っ
て
運

営
で
き
る
ド
ッ
グ
ラ
ン
な
ど

の
整
備
を
し
、
愛
犬
家
を
は

じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
の
集

い
、
憩
い
の
場
に
す
る
こ
と

を
提
案
い
た
し
ま
す
が
、
そ

の
点
を
含
め
今
後
の
旧
道
の

駅
建
設
予
定
地
に
つ
い
て
の

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

総
合
政
策
部
長　

牛
久
沼
の

利
活
用
に
つ
い
て
は
現
在　

水
上
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業

者
や
、
一
般
公
募
の
市
民
の

皆
さ
ん
、
高
校
生
な
ど
に
よ

る
市
民
会
議
が
開
催
さ
れ

様
々
な
提
案
を
い
た
だ
い
て

い
る
状
況
で
す
。

　

ま
た
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
登
録
者
に
向
け
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
実
施
等
も
行
い

広
く
意
見
や
要
望
を
募
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

に
加
え
、
水
辺
公
園
と
の
棲

み
分
け
、
治
水
対
策
や
老
朽

化
し
た
護
岸
の
安
全
確
保

等
に
留
意
し
な
が
ら
具
体

の
活
用
方
策
の
検
討
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

◆
格
闘
技
や
武
道
を
地
域

活
性
に
取
り
入
れ
る
提
案

に
つ
い
て

議
員　

特
区
制
度
は
、
特
定

の
地
域
で
国
の
規
制
を
緩
和

し
、
新
た
な
取
組
を
先
行
的

に
試
す
制
度
で
す
。自
治
体
・

公
共
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
２
０
２
５
で

全
国
の
先
進
事
例
を
学
び
、

地
域
課
題
の
解
決
や
産
業
振

興
に
有
効
で
あ
る
と
認
識
し

ま
し
た
。
本
市
で
も
活
用
の

可
能
性
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
ご
見
解
を
伺
い

ま
す
。

総
合
政
策
部
長　

農
業
人
材

不
足
や
産
業
振
興
、
外
国
人

材
の
受
入
れ
な
ど
、
本
市
が

抱
え
る
課
題
の
解
決
に
お
い

て
、
特
区
制
度
は
有
効
な
手

段
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
広
域
的
な
調
整
が
必
要

な
分
野
で
は
、
鹿
嶋
市
や
つ

く
ば
市
の
事
例
を
参
考
に
、

複
数
自
治
体
で
連
携
す
る
広

域
型
特
区
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員　

広
域
連
携
に
よ
る
取

組
の
一
例
と
し
て
、
牛
久
沼

の
周
遊
ル
ー
ト
整
備
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
規
制
緩
和

や
手
続
き
の
簡
素
化
、
国
の

支
援
の
活
用
と
い
っ
た
特
区

制
度
の
利
点
を
生
か
し
、
本

市
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
て

い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
特
区
制
度

の
活
用
に
つ
い
て
市
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

特
区
制
度
は
、
課
題

解
決
を
加
速
さ
せ
、
従
来
の

枠
組
み
で
は
難
し
か
っ
た
取

組
を
可
能
に
す
る
有
効
な
手

段
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
活

用
が
適
切
と
判
断
し
た
場
合

に
は
、
市
役
所
全
体
で
連
携

し
、
必
要
な
体
制
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

議
員　

特
区
制
度
は
、
地
域

課
題
の
解
決
や
新
た
な
産
業

創
出
に
つ
な
が
る
重
要
な
手

段
で
す
。
国
や
関
係
機
関
と

の
調
整
、
事
業
者
へ
の
支
援

を
通
じ
て
、
市
役
所
全
体
で

連
携
し
な
が
ら
、
本
市
の
地

域
創
生
に
戦
略
的
に
取
り
入

れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

牛
久
沼
景
観
利
用
の
再
検
討
に
つ
い
て

　

特
区
制
度
の
活
用
で

　
　
　

地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
す

　

学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

議
員　

猛
暑
が
予
想
さ
れ
設

置
は
待
っ
た
な
し
で
す
。
い
つ

に
な
り
ま
す
か
。

教
育
部
長　

多
額
の
費
用
を

要
し
、
国
の
補
助
金
の
活
用
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
補
助
採
択

に
向
け
て
着
実
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

議
員　

取
手
市
は
国
の
補
助

金
な
し
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

早
期
の
実
施
を
求
め
ま
す
。

伊
藤　

悦
子　

議
員

櫻
井　

速
人　

議
員

山
村　
　

尚　

議
員

▲旧道の駅建設予定地の再検討を
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議
員　

分
別
を
し
な
い
ゴ
ミ

が
集
積
所
に
放
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
と
住
民
自
治

会
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

現
在
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行

な
っ
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　

ご
指
摘
の

と
お
り
分
別
が
徹
底
さ
れ
て

い
な
い
不
適
正
ゴ
ミ
の
排
出

事
例
が
発
生
し
て
い
る
状
況

を
把
握
し
て
お
り
、
多
言
語
に

よ
る
周
知
と
し
て
、
５
ヶ
国
語

に
翻
訳
し
た
チ
ラ
シ
を
作
成

議
員　

当
市
の
負
担
金
は
創

立
以
来
、
50
年
間
、
毎
年
２

千
万
か
ら
１
億
円
、
過
大
に

負
担
し
て
い
る
、
是
正
す
べ

き
で
あ
る
。
現
状
は
基
準
財

政
需
要
額
50
％
、
職
員
配
置

割
50
％
の
負
担
で
あ
る
が
、

職
員
配
置
割
50
％
は
廃
止
、

基
準
財
政
需
要
額
１
０
０
％

１
本
に
す
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
11
月
10
日
の
稲
敷
広

域
市
町
村
組
合
の
議
会
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
負
担
割
合

に
、
龍
ケ
崎
市
議
会
選
出
の

議
員
と
利
根
町
の
議
員
１
人

が
反
対
し
ま
し
た
。
こ
の
事

実
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
ま
す
か
？

市
長　

公
平
、
公
正
な
負
担

割
合
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
ま

で
の
負
担
割
合
の
考
え
方
、

仕
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
引

き
続
き
組
合
議
会
等
に
対
し

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

議
員　

働
き
か
け
て
い
く
と

い
う
話
で
す
が
、
稲
広
の
幹

事
会
に
出
席
す
る
財
政
課

長
、
企
画
課
長
、
防
災
安
全

課
長
の
皆
さ
ん
方
は
特
に
認

識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。「
働

き
か
け
て
い
く
」
よ
り
、
見

直
し
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。「
見
直
し
」
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
？

市
長　

従
来
の
仕
組
み
に
と

ら
わ
れ
ず
、
公
平
か
つ
実
態

に
即
し
た
負
担
割
合
と
な
る

よ
う
、
稲
敷
広
域
市
町
村
事

務
組
合
に
働
き
か
け
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　

公
平
、
公
正
な
形
の

負
担
金
割
合
を
、
働
き
か
け

て
い
き
た
い
と
い
う
市
長
の

考
え
。
見
直
し
を
含
め
て
ぜ

ひ
と
も
お
願
い
し
た
い
。

掲
載
以
外
の
質
問
項
目

◆
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
表
明
後
に
つ
い
て

◆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

に
つ
い
て

議
員　

市
民
の
身
近
な
交
通

手
段
で
あ
る
竜
ヶ
崎
線
は
開

業
か
ら
１
２
５
周
年
を
迎
え

て
い
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
に

よ
る
人
口
減
少
や
マ
イ
カ
ー

の
普
及
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

公
共
交
通
離
れ
、
加
え
て
竜
ヶ

崎
線
に
限
定
し
た
要
因
で
は

東
京
電
力
竜
ケ
崎
支
店
と
土

浦
支
店
の
統
廃
合
に
よ
る
竜

ケ
崎
支
店
職
員
の
減
少
等
に

よ
り
輸
送
人
員
は
減
少
傾
向

に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ

の
推
移
と
営
業
収
支
（
経
常
損

益
）
を
伺
い
ま
す
。

都
市
整
備
部
長　

輸
送
人
員

は
、
２
０
１
４
年
度
が
83
万
１

千
人
、
２
０
１
９
年
度
が
81
万

人
、
２
０
２
４
年
度
が
76
万
人

の
状
況
で
す
。
ま
た
、
２
０

２
０
年
度
以
降
の
経
常
損
益

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
や

利
用
者
の
減
少
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
や
人
件
費
の
高
騰
な
ど

も
あ
り
、
平
均
し
て
５
千
万
円

を
超
え
る
損
失
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

議
員　

国
が
発
表
し
た
鉄
道

輸
送
に
関
す
る
２
０
４
０
年

度
目
標
で
は
、
２
０
３
１
年

度
以
降
に
非
電
化
区
間
に
新

規
導
入
す
る
車
両
は
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
車
両
や
蓄
電
池
車
両
、

水
素
車
両
を
原
則
と
す
る
旨

が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
た

な
多
額
の
費
用
負
担
が
見
込

ま
れ
る
中
、
廃
線
の
是
非
が

話
し
合
わ
れ
る
目
安
と
な
る

竜
ヶ
崎
線
の
輸
送
密
度
は
ど

の
よ
う
な
状
況
で
す
か
。

都
市
整
備
部
長　

法
律
に
基

づ
く
基
本
方
針
で
は
、
輸
送
需

要
の
減
少
そ
の
他
の
理
由
に

よ
り
廃
線
の
是
非
が
話
し
合

わ
れ
る
再
構
築
協
議
会
の
組

織
要
件
の
一
つ
に
は
、
輸
送
密

度
４
千
人
未
満
の
区
間
か
否

か
を
目
安
と
す
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
面
は
早

急
な
改
善
が
必
要
と
な
る
輸

送
密
度
千
人
未
満
の
区
間
を

優
先
す
る
こ
と
と
す
る
旨
の

考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
竜
ヶ
崎
線
の
２
０
２
４

年
度
輸
送
密
度
は
、
２
０
４
６

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
て
お
り
ま
す
。
ゴ
ミ
出
し

ル
ー
ル
の
遵
守
は
生
活
習
慣

や
文
化
の
定
着
に
深
く
関
わ

る
も
の
で
あ
り
、
時
間
を
要
す

る
課
題
で
す
が
粘
り
強
く
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

税
金
等
の
納
付
率
に

つ
い
て
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

総
務
部
長　

市
民
税
、
県
民

税
、
森
林
環
境
税
の
納
付
率
が

44
・
34
％
、
国
民
健
康
保
険
税

は
66
・
04
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
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外
国
人
移
民
に
つ
い
て

　

竜
ヶ
崎
線
は
存
続
で
き
る
の
か
？

　

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の

　

当
市
の
負
担
金
50
年
間
、
過
大
に
負
担
！

大
野　

誠
一
郎　

議
員

後
藤　

光
秀　

議
員

加
藤　
　

勉　

議
員

　

学
校
運
動
会
に
つ
い
て

議
員　

運
動
会
の
名
称
が
変

わ
り
、
種
目
数
や
開
催
時
期
な

ど
内
容
の
変
化
を
感
じ
ま
す

が
、
そ
の
理
由
と
今
後
の
考
え

方
を
お
伺
い
し
ま
す
。

教
育
部
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
学
校
行
事
全
般
の
見

直
し
が
全
国
的
に
進
み
ま
し

た
。
見
直
し
の
過
程
に
お
い

て
、
児
童
の
負
担
軽
減
を
図
る

観
点
か
ら
内
容
を
精
選
し
て

実
施
す
る
と
の
考
え
方
が
一

層
浸
透
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

議
員　
「
早
く
普
通
の
運
動
会

に
戻
ら
な
い
か
な
」「
お
弁
当

作
っ
て
あ
げ
た
か
っ
た
」
と

い
っ
た
保
護
者
の
声
も
あ
り

ま
す
。
少
子
化
や
い
ろ
い
ろ
な

背
景
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
よ
り
良
い
運
動
会
に
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。



　
龍
ケ
崎
市
議
会
だ
よ
り

龍
ケ
崎
市
議
会
だ
よ
り
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委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

石
嶋　

照
幸

伊
藤　

悦
子  

山
宮
留
美
子

岡
部　

賢
士

後
藤　

光
秀  　

油
原　

信
義

　

昨
年
の
流
行
語
大
賞
に
は
、

　

昨
年
の
流
行
語
大
賞
に
は
、

「
働
い
て
働
い
て
働
い
て
働
い
て

「
働
い
て
働
い
て
働
い
て
働
い
て

働
い
て
ま
い
り
ま
す
」
と
い
う

働
い
て
ま
い
り
ま
す
」
と
い
う

言
葉
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

言
葉
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

龍
ケ
崎
市
議
会
で
は
昨
年
、

　

龍
ケ
崎
市
議
会
で
は
昨
年
、

毎
年
実
施
し
て
い
る
議
会
報
告

毎
年
実
施
し
て
い
る
議
会
報
告

会
に
加
え
、
い
く
つ
か
の
新
し

会
に
加
え
、
い
く
つ
か
の
新
し

い
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

い
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
が
、
主
権
者
教
育

　

そ
の
一
つ
が
、
主
権
者
教
育

の
一
環
と
し
て
、
市
内
４
つ
の

の
一
環
と
し
て
、
市
内
４
つ
の

高
校
の
う
ち
２
校
の
生
徒
の
皆

高
校
の
う
ち
２
校
の
生
徒
の
皆

さ
ん
と
市
議
会
議
員
と
の
語
ら

さ
ん
と
市
議
会
議
員
と
の
語
ら

い
の
場
を
設
け
た
こ
と
で
す
。

い
の
場
を
設
け
た
こ
と
で
す
。

ま
た
、
流
通
経
済
大
学
の
学
生

ま
た
、
流
通
経
済
大
学
の
学
生

の
皆
さ
ん
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
政

の
皆
さ
ん
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
政

策
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行

策
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
高
校
生
や
大
学
生

い
ま
し
た
。
高
校
生
や
大
学
生

の
皆
さ
ん
か

の
皆
さ
ん
か

ら
は
、
市
へ

ら
は
、
市
へ

の
率
直
で
新
鮮
な
ご
意
見
、
政
治

の
率
直
で
新
鮮
な
ご
意
見
、
政
治

へ
の
疑
問
、
龍
ケ
崎
市
へ
の
期
待

へ
の
疑
問
、
龍
ケ
崎
市
へ
の
期
待

な
ど
、
多
く
の
示
唆
に
富
む
声
を

な
ど
、
多
く
の
示
唆
に
富
む
声
を

い
た
だ
き
、
大
変
参
考
に
な
り
ま

い
た
だ
き
、
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

し
た
。

　

４
年
の
任
期
で
あ
る
私
た
ち

　

４
年
の
任
期
で
あ
る
私
た
ち
2222

名
の
市
議
会
も
、
残
す
と
こ
ろ
１

名
の
市
議
会
も
、
残
す
と
こ
ろ
１

年
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
残
さ
れ

年
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
残
さ
れ

た
時
間
で
市
の
課
題
を
少
し
で
も

た
時
間
で
市
の
課
題
を
少
し
で
も

前
に
進
め
る
た
め
に
、
今
年
の
干

前
に
進
め
る
た
め
に
、
今
年
の
干

支
に
ち
な
み
、
駿
馬
の
よ
う
に
力

支
に
ち
な
み
、
駿
馬
の
よ
う
に
力

強
く
、市
民
の
た
め
に
走
り
続
け
、

強
く
、市
民
の
た
め
に
走
り
続
け
、

今
ま
で
以
上
に
開
か
れ
た
市
議
会

今
ま
で
以
上
に
開
か
れ
た
市
議
会

に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

山
宮　

留
美
子　

記

　
　
　
　

山
宮　

留
美
子　

記

（再生紙を使用しています）

広
報
委
員
会

編編  

集集  

後後  

記記
　
龍
ケ
崎
市
議
会
だ
よ
り

龍
ケ
崎
市
議
会
だ
よ
り
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◆
発

行
　

龍
ケ

崎
市

議
会

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

◆
編

集
　

広
報

委
員

会
　

　
◆

301-8611
茨

城
県

龍
ケ

崎
市

3710　
　

◆
TEL 0297-60-1566　

　
◆

FAX 0297-60-1585
◆

M
ail gikai@

city.ryugasaki.lg.jp
次
の
議
会

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
は

２
月 

27
日

開
会
予
定
で
す

ま
い

り
ゅ

う
 リ

ポ
ー

ト
ま

い
り

ゅ
う

 リ
ポ

ー
ト

龍ケ崎市議会だより（まいりゅうリポート）の「表紙写真」を募集しています

▶募集内容「龍ケ崎市議会だより」の表紙写真
　・応募者本人が龍ケ崎市内において 1 年以内に撮影したもの　・未発表のもの　
　・デジタルデータで提供できるもの
　・人物が特定できる場合は、被写体の承諾を受けているもの
　・個人の所有物を被写体とした場合は、所有者の承諾を受けているもの
▶応募資格　市内在住・在学・在勤の方
▶応募方法 / 応募先
　①応募者（撮影者）の氏名、住所、連絡先、②撮影年月日、③撮影場所、④写真のタイトル・一言コメントを
　　ご記入のうえ、メール (gikai@city.ryugasaki.lg.jp) によりご応募ください。
▶応募期間　年間を通じて随時受付します

▲募集の詳細については
　こちらからご覧ください

議 

員 

辞 

職

選
　
　
任

　  矢
やぐち

口　とし子
こ

　氏

▼
公
平
委
員
会
委
員

新
　
任

　

令
和
７
年
11
月
27
日
付

で
、
藤
木
妙
子
市
議
会
議

員
よ
り
後
藤
敦
志
市
議
会

議
長
あ
て
に
辞
職
願
が
提

出
さ
れ
、
地
方
自
治
法
第

１
２
６
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
令
和
７
年
11
月
28
日

の
本
会
議
に
お
い
て
辞
職

が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　 石
いしびき

引　礼
あやほ

穂　議員

　  明
あかし

石　順
じゅんいち

一　氏

再
　
任

議 

員 

紹 
介

　

令
和
７
年
12
月
21
日
に

執
行
さ
れ
た
龍
ケ
崎
市
議

会
議
員
補
欠
選
挙
に
お
い

て
、
石
引
礼
穂
氏
が
当
選

し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
９
年
４
月

30
日
ま
で
で
す
。

　

　
「
公
平
委
員
会
」
は
、
市

役
所
に
勤
務
す
る
職
員
の

利
益
の
保
護
と
、
公
平
な

人
事
権
の
行
使
を
保
障
す

る
こ
と
を
目
的
に
置
か
れ

て
い
る
機
関
で
す
。

　

市
長
や
、
そ
の
他
の
任

命
権
者
か
ら
独
立
し
た
組

織
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
数
は
３
名
、
任
期

は
４
年
で
す
。
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